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干潟の底生魚

（佐藤 賢治）

■小型の底生魚
干潟には小型のハゼの仲間やマゴチ

など大型の魚の稚魚が多くみられる。
Fig.1は左からヒメハゼ，ネズミゴチ，
マゴチで全長は5cm程である。これら
は蒲生干潟でしばしば観察されるが，
生態は異なる。
ヒメハゼは全長8cm程度に成長し，

成長しても干潟や河口に生息する。ハ
ゼの仲間は，2つの腹びれが癒合して
吸盤状になっている（Fig.2）。ネズ
ミゴチは内湾の浅い砂底に生息し，
20cm程度まで成長する。蒲生干潟では
Fig.1程度の大きさの個体が見られる。
マゴチは20cmに満たない幼魚が蒲生干
潟で見られるが，成長すると外海へ移
動する。全長80cm程度まで成長する。

Fig.1 底生魚 左から ヒメハゼ ネズミゴチ マゴチ

Fig.3 ヨシ原のアシハラガニ

■多くのアシハラガニ
蒲生干潟・七北田川付近のヨシ原に

は多くのアシハラガニが生息している
（Fig.3,4）。比較的警戒心が弱く，
巣穴に逃げ込んだ個体を静かに待って
いると姿を現す。

Fig.2 吸盤状の腹びれ

Fig.4 アシハラガニ
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